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| 6．ハンセン病データ源

「未来への道標
～ハンセン病とは～」

記者としてハンセン病問題を取材

した経験を持つ元アナウンサ ーの

藪本雅子さんが、ハンセン病療養

所の入所者や元入所者の方々への

インタビューなどを通して、ハンセ

ン病患者 ・ 回復者が置かれてきた

実態や現状を明らかにし、ハンセン

病に対する偏見•差別の解消を目

指した人権啓発テレビ特別番組を

ビデオ ・DVD化したものです。

〈企画〉法務省人権擁護局
※全国の法務局地方法務局及び（公財）人権教育啓発推進センターで

貸出しを行っています。

国立ハンセン病資料館

全国のハンセン病療養所や国内外の関係機関か

ら収集した資料が数多く展示されています。ハン

セン病に関する約30,000冊の図書を収蔵した図書

閲覧室もあります。

〒189-0002

東京都東村山市青葉町4-1-13

電話042-396-2909

URL https://www.nhdm.jp/

「未来への虹
ーぼくのおじさんは、ハンセン病ー」

国立ハンセン病資料館の語り部で

ある平沢保治さんをモデルにして

描かれた子ども向けの本「ぼくのお

じさんは、ハンセン病ー平沢保治物

語一」 をもとに、小学校高学年以上

の方にハンセン病問顆を正しく伝

え、人権の大切さを理解していただ

くために制作されたアニメ ーション

作品です。

〈企画製作〉法務省人権擁護局／

（公財）人権教育啓発推進センター

※全国の法務局地方法務局及び（公財）人権教育啓発推進センターで

貸出しを行っています。

重監房資料館

かつてハンセン病患者の懲罰施設として使われた「特別病室」

は、通称「重監房」と呼ばれています。

今は建物の募礎しか残っていませんが、わすかに残された資

料や発掘調査の出土遺物等から推定される形を実寸大で部

分再現し、その過酷さを体感できるように展示しています。

また、ガイダンス映像や証言ピデオなどの映像が見られるほか、
ー ー

歴史パネルや実物資料を展示したコ ナ などがあります。

〒377-171 l 群馬県吾妻郡草津町草津臼根464-1533

電話0279-88- l 550 

URL https://www.nhdm.jp/sjpm/ 

厚生労働省（ハンセン病に関する情報ページ）
http://www.mhlw.go.jp/topics/bukyoku/kenkou/hansen/index.html 

法務省「ハンセン病への偏見や差別をなくしましょう」

国立ハンセン病療養所（各療養所にリンクしています）
http:/,/www1.mhlw.go.jp/link/link_hosp_ 12/hosplisVnc.html 

http://www.moj.go.jp/JINKEN/jinken80.html 

国立感染症研究所感染症疫学センター「ハンセン病」
http://www.nih.go.jp/niid/ja/diseases/ha/leprosy.html 

国立感染症研究所ハンセン病研究センター

日弁連法務研究財団（ハンセン病事実検証調査事業）

日本ハンセン病学会

http:/./wwwO.nih.go.jp/niid/lrc/ 

http://www.jlf.or.jp/work/hansen.shtml 

http://www.hansen-gakkai.jp/ 

「ハンセン病の向こう側」 発行日／令和2年1月 発行／厚生労働省

〒100-8916 東京都千代田区霞が関1-2-2 電話（03) 5253-1111 URL:http://www.mhlw.go.jp/ 

ハンセン病問題を正しく伝えるために

〇厚生労働省

口 口
：






















